











に 1 人が一生のうちに 1 度はがんにかかり、3 人に 1 人が
がんで亡くなっている。なかでも肺がんは最も患者数が多







用されてきた薬剤と比較してニボルマブは、100 ㎎ 1 瓶

















p = 1-exp(-λt) (1) 
 費用はニボルマブとドセタキセルの薬剤費のみを対象
とし、効果には QOL を重み付けするために完全な健康状
態を 1、死亡を 0 とする質調整生存年（QALY）を用いた。 
 ニボルマブは１㎏あたり 3 ㎎使用する。対象患者は体重
60kg、体表面積は約 1.66 ㎡と仮定し、治療ガイドライン
に従ってニボルマブは 2 週間間隔で 180 ㎎を使用するこ
ととし、ドセタキセルは 1 ㎡あたり 75 ㎎使用することと
し、3 週間間隔で 360 ㎎を使用することとした。各状態の
効用値は文献レビューを行い、先行研究に従って海外のデ






















アル 100 ㎎の薬剤があったとする。そのうち 1 人の患者















図 1 マルコフモデル 
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